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Ａ．研究目的 

国際生活機能分類（ICF）の児童版

として開発された ICF-CY は、18 歳未

満の児を対象にその成長、発達期の特

性に配慮して、児の自立、社会参加に

むけた児自身および周囲の環境を整

えるために必要な情報を構造化し、問

題点の優先順位を明確化するのに有

用である。また、児に関わる多分野の

専門家らが、専門性や政府部門、国別

による違いを越えて情報共有を行う

ための共通言語としても有用である。

国内では、教育、特に特別支援教育の

現場を中心に活用、啓蒙が進んでいる

が、医療現場における認知度はまだ低

く、患児の情報整理や統計学的調査の

手段として使用されている例は数少

ない。その要因として、評価項目数が

非常に多く、全項目を評価するには大

変手間がかかることが障壁になって

いると考えられている。また、ICF で

は疾患・病態別に評価項目を限定した

コアセットの開発が進められている

のに対し、ICF-CY では、まだ具体的な

コアセットの開発が提示されていな

いことも使用の困難さを助長してい

ると考えられる。 

近年、成育医療における成果の指標

として小児の社会参加や生活活動の

評価の必要性が求められており、

ICF-CY の構造における「活動」と「参

加」に基づいたその両方の指標となる

ような簡易的評価尺度の開発が望ま

れる。そこで、本研究では誰もが簡便

に評価できる小児の活動・社会参加評

価尺度 Ability for basic physical 

activity scale for children（ABPS-C

）の作成を行い、その妥当性と信頼性

の検証を行うことを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

①ABPS-C の作成 

研究要旨 成育医療における医療支援の充実化を図るためには、国際生活

機能分類児童版（ICF-CY）の構造の核となる「心身機能・身体構造」の治

療成果だけでなく、「活動と参加」の質が問われ、成果の指標となる評価尺

度の必要性は高い。日常における小児の活動・社会参加状況を誰もが簡便

に評価できる尺度の開発を目的に、ICF-CY に基づく 5項目（基本動作、セ

ルフケア、活動性、教育、余暇活動）を 4段階で評価する Ability for basic 

physical activity scale for children（ABPS-C）を作成した。 
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ABPS-C は、ICF-CY「活動と参加」の

第一レベルに基づいた小児の活動・社

会参加に関わる基本的５項目（基本動

作、セルフケア、活動性、教育、余暇

活動）で構成され、それぞれを 4 段階

（0-3）で評価する。小学校入学を境

に教育背景が変わることから、乳幼児

版と学童期版にわけて一部内容を分

別した。 

「基本動作」は「d4;運動・移動」

に相当し、臥床した状態から歩行で

きるまでの動作能力を示す指標であ

る。臥床したまま何もできない状態

を 0、端座位保持が可能な状態を 1

、起立・立位保持が可能な状態を 2

、歩行可能な状態を 3とした。 

「セルフケア」は、「d2 一般的な

課題と要求」および「d4 セルフケア

」へ該当し、日常生活動作（ADL）の

自立度を示す指標である。段階づけ

として身体運動面での負荷の大きさ

を参考に、ADL 全般の介助が必要な

状態を 0、食事・整容・更衣のうち 2

つ以上自立している場合を 1、トイ

レ排泄が自立している場合を 2、入

浴動作が自立している場合を 3 とし

た。 

「活動性」は、「d4 セルフケア」

と「d6 家庭生活」に相当し、最大限

実施可能な運動強度のレベル別に日

常における活動度を知る指標である

。1-2Mets 程度の活動性の最も低い

状態を 0、2-3Mets 程度の活動で屋内

生活にとどまる状態を 1、3-4Mets 程

度の動作が可能で屋外へ出られる状

態を 2、5-6Mets 程度の中等度以上の

運動強度の活動が可能な状態を 3 と

した。 

「教育」は、「d8 主要な生活領域

」に相当し、療育・教育環境と家族

以外との関わりを知る指標である。

乳幼児版では、家庭内で家族のみと

の関わりに限られる場合を 0、訪問

看護や訪問リハなど家族以外の支援

を受けている場合を 1、児童館や発

達支援関連施設へ通う場合を 2、保

育園や幼稚園へ通園している場合を

3 とした。また、学童期版では、自

宅内での自主学習も困難な状態を 0

、自主学習や訪問授業が可能な状態

を 1、保健室登校や短縮授業等での

通学、院内学級への通学が可能な状

態を 2、授業全般への参加、通学が

可能な状態を 3とした。 

「余暇活動」は、「d9 コミュニテ

ィライフ・社会生活・市民生活」に

相当し、外出・外泊等、余暇として

の社会参加状況の有無を知る指標で

ある。外出時間の長さを参考に、自

宅内の余暇活動に限られている状態

を 0、自宅近所までの 1-2 時間程度

の外出に限られる場合を 1、半日程

度の外出が可能な場合を 2、一日か

けた外出または一泊以上の旅行が可

能な場合を 3とした。 

②妥当性の検証 

当院リハビリテーション科および

発達評価センター外来を受診した患

児を対象に問診内容から ABPS-C に

よるスコアリングを行い、同時に小

児の社会参加状況の評価の一つであ

る Lansky Performance Status によ



 

る評価と日常生活動作能力全般の評

価

Measure for Children

施し相関関係を検証する。

③信頼性の検証

同対象者について、医師と作業療

法士または言語聴覚士が同時期に

ABPS

の相関関係を検証する。

（倫理面への配慮）

本研究は

者への

コアリングに用いたものであり，デー

タは個人の結果を反映するものでは

ない．また同様に

題はない．

 

 

Ｃ．研究結果

①ABPS

 図の通り、乳幼児版と学童期版の

種類の作成が完了した。

評価と日常生活動作能力全般の評

価 the Functional Independence 

Measure for Children

施し相関関係を検証する。

信頼性の検証

同対象者について、医師と作業療

法士または言語聴覚士が同時期に

ABPS-C による評価を行い、評価結果

の相関関係を検証する。

（倫理面への配慮）

本研究は無作為に抽出した患児・保護

者への問診結果から匿名で情報をス

コアリングに用いたものであり，デー

タは個人の結果を反映するものでは

ない．また同様に

題はない． 

Ｃ．研究結果 

ABPS-C の作成

図の通り、乳幼児版と学童期版の
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評価と日常生活動作能力全般の評

the Functional Independence 

Measure for Children（WeeFIM)

施し相関関係を検証する。

信頼性の検証 

同対象者について、医師と作業療

法士または言語聴覚士が同時期に

による評価を行い、評価結果
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無作為に抽出した患児・保護

結果から匿名で情報をス

コアリングに用いたものであり，デー

タは個人の結果を反映するものでは

ない．また同様に個人情報漏洩等の問
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個人情報漏洩等の問

図の通り、乳幼児版と学童期版の

種類の作成が完了した。 
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評価と日常生活動作能力全般の評

the Functional Independence 

を実

同対象者について、医師と作業療

法士または言語聴覚士が同時期に

による評価を行い、評価結果

無作為に抽出した患児・保護

結果から匿名で情報をス

コアリングに用いたものであり，デー

タは個人の結果を反映するものでは

個人情報漏洩等の問

図の通り、乳幼児版と学童期版の 2

 

②③

 現在、症例数を積み重ねながら、検

証を進めている段階である。

 

Ｄ．考察

H25

加評価尺度として

版と学童期版の作成を中心に行った

。ABPS

と社会参加状況の概要を把握するこ

とで、身体面や生活環境、生活支援

者など、どの側面から支援が必要で

あるのかを検討し、児や家族らの

向上につなげていくこと、

の質を改善させていくことへつなげ

られることを期待している。また、

ICF

簡便な

ることで、

影響を与える要因の検討が行い易く

なり、

進の一助となることを期待したい。

特に

んや

ローアップ

の問題な

用が

 

②③妥当性・信頼性の検証

現在、症例数を積み重ねながら、検

証を進めている段階である。

Ｄ．考察 

H25 年度は、小児の活動・社会参

加評価尺度として

版と学童期版の作成を中心に行った

ABPS-C 評価結果から身体活動状況

と社会参加状況の概要を把握するこ

とで、身体面や生活環境、生活支援

者など、どの側面から支援が必要で

あるのかを検討し、児や家族らの

向上につなげていくこと、

の質を改善させていくことへつなげ

られることを期待している。また、

ICF-CY による評価の煩雑さに対し、

簡便な ABPS-

ることで、小児の活動・社会参加に

影響を与える要因の検討が行い易く

なり、ICY-CF

進の一助となることを期待したい。

特に、最近課題とされている

や発達障害児など

ローアップや障害児
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Ｅ．結論 

ICF-CY に基づいた小児の活動・社会参

加評価尺度 ABPS-C を作成した。妥当

性・信頼性の検証は、引き続き次年度

に施行していく予定である。 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

上出杏里,橋本圭司．ICF-CY．総合リ

ハ.2015；43(3)（in press） 

上出杏里,橋本圭司．ICF-CY今後の展

望．総合リハ.2015；43(4)（in press） 

 2.  学会発表 

上出杏里，上原和美，橋本圭司．当院

における小児がん経験者を対象とし

た運動・スポーツ指導の取り組み.第

24回日本障害者スポーツ学会.2014年

12 月.筑波 

                   

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況   

（予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

なし 

 3.その他 

なし 


